
ランチョンセミナー

略歴

福岡県出身

1987年 北里大学獣医畜産学部獣医学科卒業

1994年 麻生獣医科医院を開院

2011年 米国テネシー大学公認 動物理学療法士（CCRP）取得

CCRP：Certified Canine Rehabilitation Practitioner 

2017年 国際中医師「International TCM Doctor」（Ｂ級）取得

所属

獣医師、動物理学療法士（ＣＣＲＰ）、国際中医師（Ｂ級）、麻生獣医科医院院長

日本ペット中医学研究会会長、日本伝統獣医学会会員、日本獣医皮膚科学会会員

カコ動物看護学院講師、国際中獣医学院講師

犬猫の腎機能低下症におけるプラセンタの使用

麻生獣医科医院・院長

上田 裕（ウエダ ユタカ）

死因の上位にあるにも関わらず犬猫の慢性腎蔵機能不全症は症状の発現の遅さから診断時にはか

なり進行している患畜に遭遇することが多く、また治療に対しても患畜の協力も得づらい場合が多

く症状の進行を止めることが困難で、治療開始後短い期間で亡くなってしまう場合が多い疾患で

す。

近年当院では西洋医学的治療と中医学的治療を併用することで本症に対してある程度の延命が出来

たと考えられる症例をいくつか経験しました。

この治療の中でQOLの維持はとても重要な要因です。特に食欲に関しては最も重要な項目だと思わ

れます。しかし食欲廃絶の患畜の「なぜ食べないのか」の答えを見つけることはとても困難な課題

であり、本当の正解を導くのは不可能だと思われます。

その中で薬理学的な作用と栄養学的な作用を併せ持ち、投与の簡便性もあり、嗜好性もあるプラセ

ンタ製剤を併用することで食欲が改善しQOLの維持管理の一助になっていると思われる症例を今回

報告させていただきます。
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